
す  た と働 に 蔑 る す   す り住  り

ず
壌

三
、
も
の
を
よ
く
読
み
よ
く
書
く
人
。

四
、
よ
く
笑
い
感
動
を
忘
れ
な
い
人
。

五
、
趣
味
の
楽
し
み
を
も
ち
旅
の
好
き
な
人

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
の
人
が
ボ
ケ
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
配
だ
な
と
思

っ
て
い
る
方

は
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
知
症
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
周
囲
の

理
解
が
必
要
で
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

一
、
記
憶
障
害

ｏ
新
し
く
言

っ
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
や

っ

た
こ
と
を
直
後
に
忘
れ
る
。

・
経
験
し
た
こ
と
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
。

。
現
在
か
ら
過
去
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
忘
れ
て

い
く
。

二
、
自
己
有
利

・
自
分
に
と

っ
て
不
利
な
こ
と
は
認
め
な
い
。

三
、
こ
だ
わ
り

０
一
つ
の
事
に
何
時
ま
で
も
こ
だ
わ
り
続
け
、

説
得
や
否
定
に
は
こ
だ
わ
り
を
強
め
る
。

他
に
も
有
り
ま
す
が
、
認
知
症
を
理
解
し
て
頂

き
、
本
人
が
と
り
繕
わ
な
く
て
も
よ
い
気
配
り
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

忘
れ
る
こ
と
は
罪
で
は
無
い
、
や
れ
て
な
い
こ

と
は
そ

っ
と
手
助
け
を
す
る
、
人
は
自
分
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
―
―
。

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
や
ご
高
齢
の

一
人
暮
ら

し
の
方
で
困

っ
た
こ
と
が
有
り
ま
し
た
ら
社
協

ヘ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と

っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
中

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

）
一■
群

昨年10月 から村内で進めてまいりました共同募金運動ですが、皆様には多大なるご理解

ご協力を頂き、厚<お礼を申し上げますと共に、募金実績額についてご報告致します。

募金総額 264,346円 (502件 )

天龍村共同募金委員会

平成30年度藤い羽根共同募金運動案鑽報告

華



9月 20日開催

PPバン ドを編んでかこ作りに挑戦。

短時間でなかなか完成までに至りませんでし

たが、8寺々頭を抱えて ?笑顔で不□やかなひとと

きを過こさせていただきました。

大勢のこ参カロありがとうこざいました。

九
口
■

易 揚fE孫妾
薦
ｐ

■
■

「
戸計競 10月 16日～ 17日

天龍村中学校の生徒さんが、社協の各施設で

様々な体験をしていただきました。利用者さん

もいつも以上に楽しそうでした。

生徒さん、ありがとうこざいました。また、

いつでも遊びに来てくださいね。

☆ (東原)宮澤敏夫 様…………………… …野菜

☆ 国際ソロプチミニス ト飯田

代表・熊谷明美様……… 寄附金 (50,000円 )

その他大勢の方から、ポータブル トイレ、

清拭用タオル・布等をいただきました。

ありがとうこざいました。

10月 30日に親睦旅行が行わ

れ、今回は電車を利用し、天

竜峡へ行つてきました。大勢
の方に参力□して頂き、天候に

も恵まれ、皆さん楽しく行つてきました。

10月 18日 に親 8垂 を兼ねて昼神荘ヘ

行つてきました。秋の 1日 を楽しく過
こすことができました。

社議会費|ご義力0お厳
===|=■

|‐・ |
機

‡  日頃は、当社会福祉協議会の社会福祉事業にご理解 とご協力をいただき、厚 く御礼申 ‡

警 し上げます。                                   暑

:       T紺
重羹塞言fξl農肝窒∫ぞ選:i撃ぞξ彗炉盾兵聯ξ』呈菖信雀

鬱

警  社協会費へのあたたかいご支援をなにとぞよろしくお願い申し上げます。      警

2月 27日 に口座振替させていただく予定です。 警

地区集金へのご協力をいただきありがとう ‡
鰺

雛
畿 機 醸 機 穣 機                 機

―

鶴
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パン食い競争
慌てずに|1本気モードです!|

毎年恒例のカラオケ大会と
マジックショーを開催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
山
百
合
荘
で
は
、

食
事
や
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
機
能

訓
練
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
四
季
を
感
じ
る
食
事
会
や
交

流
会
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
や
同
年
代
の
お
仲
間
と
ふ
れ
あ

い
、
様
々
な
体
験
を
し
、
実
り
の
あ
る
楽
し

い

一
日
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

一
緒
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

ち
髪
葬
勢

彰髭
碁
盆

～今年一年の願いを込めて～
「健康ですご

｀
せますように」

天龍村小学生と歌やお手玉を
一緒に行いました

ク

多
分
多
多
多
多
分
多
分
多
多
多
″多
多

～
特
養
天
龍
豪
の
年
末
年
始
～

リ
ス
マ
ス
そ
し
て
新
年
の
書
き
初
め
も
―

今日|はクリスマス !

新年の1書‐き初め !

い
多
多
い
多

，
多
熙
齊
齊
贄

，
多
惨

養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
で
は
地
域
の
皆
様
と

の
交
流
、
親
睦
を
深
め
る
為
、
天
龍
小
学
校
の
音

楽
会
や
、
天
龍
村
村
民
運
動
会
へ
の
参
加
も
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
が
頑
張
っ
て
い
る
お
姿
、
児
童
の

皆
様
の
元
気
な
お
姿
を
拝
見
し
、
日
々
を
生
活
す

る
糧
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

八
月
に
は
「地
域
交
流
盆
踊
り
大
会
」も
計
画
し
、

村
民
の
皆
様
の
こ
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
て
、
入
居
者
の

皆
様
と
交
流
し
て
頂
き
ま
す
と
嬉
し
く
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

盆
踊
り

屋
台
も
あ
る
よ
！

鐙



9月 3日実施

火災を想定した避難訓練を行いました。避難

場所の確認も行い、あせらず、ケガなく、互いに

声を掛け合いながら、落ち着いて避難をするこ

とができました。

かつこよくおしゃれに仮装した天龍

小の子供たちからお菓子のプレゼント。

衣装はなんと手作りなのだそうです。

天龍小学校の皆さん、ありがとうこざ

いました !

ゝ

与
蒻″″多移蒻

彫

宅囲弁当配達ポワンフィア募集
ます。届 け

集

介護員

金原 ななみ

十

一
月
よ
り
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
訓
練
指
導
員

兼
介
護
員
と
し
て
お
世
話

に
な

っ
て
お
り
ま
す
、
金

原
な
な
み
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
機
能
訓

練
指
導
員
と
し
て
、
集
団

体
操
、個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
主
に
行

っ
て
き

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら

ず
、
介
護
職
と
し
て
、
利

用
者
の
方
々
が
慣
れ
た
こ

の
土
地
で
健
康
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
、
支
援
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

社協の各施設では、介護用の清拭布 とし

て占いタオル・シーツ・衣類等を必要とし

ています。

ご協力を頂ける方は、ご

連絡 ください。

ま
し

た

今
後
は

lリ

ハ

社協では、 二緒に笑顔の花を咲かせてく

れる職員を募集してお ります。詳しくは社

協までご連絡 ください


